
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度 基盤研究(B) 科研費プロジェクト 

課題番号：２５２８５２５０ 

 

        

人間形成の中核となる幼・小・中連携による 

道徳教育推進プログラムの開発に関する研究 

報 告 書 

「学校・家庭・地域の連携を通しての道徳教育の在り方」 

 －フィンランド視察調査より－ 

研究代表者： 昭和女子大学大学院・生活機構研究科・教授 

押谷由夫 

 
 



フィンランド研究視察報告書 

 
1. Finnish Institute for Educational Research (FIER), University of Jyväskylä  
 フィンランドの教育的研究(FIER)研究所は、ユヴァスキュラ大学の一部として設置され

ている。ここでは、ヨーロッパ、アメリカ(USA)、日本等との地域の比較分析を行ってい

る教育機関である。FIERが異なる地域とのネットワークを介しながら、それぞれの国や地

域の違いやあるいは類似点について分析し公表していくことは、これからの高等教育や社

会における変革を促すものとして期待されている。また、FIER(この機関における特定の

目的は、指定された期間内にプロジェクトに関する目的に対応するために共同研究プロジ

ェクトを管理することにある)では、要請された予算の範囲内で、それぞれのプロジェク

ト(IP)チームに対して(各グループに対して)、助成金を配分する役割をもっている。 

 FIERは、長い研究経験をもつ研究分野、及び研究者数を有しており、多くの専門分野に

わたって幅広い範囲でのアプローチを行っている。したがって、ここで発行される出版物

においては、非常にユニークでありながら、かつインターナショナルな教育的研究が発表

されている。出版物には、科学、研究、教育などにかかわる本や雑誌(KasvatusやPeda)等

があり、これまで1,000冊以上が出され、道徳(価値教育)関連の本も出されている。 

 FIERにおける国家事業には、フィンランドの教育制度と学校文化を調査し、評価して、

それを公表することを含んでおり、その研究は、幼稚園から高等教育にいたる全教育制度

の連携をはかることにつながっている。また、学校、教育管理職員、企業、政策担当者、

メディア等との協力は、研究結果の効果を広げるための戦略的キーワードとなっている。 

 FIERでは、国際協力の発展に向けて、設置されている全てのコース間において、FIERの

活動を示すことを目的として、研究者交流を行っている。現在、OECDをはじめとして、各

EUのエージェンシー、IEAとUNESCO等と協力し合いながら、すべての大陸における主要な

研究グループと諸機関との接触をはかり、広範囲にわたって共同研究をしている。 

 

2. Kortepohja primary school ／ Viitaniemi lower secondary school 
≪ Kortepohja primary school ≫ 
Viitaniemi 学区に属している Kortepihja primary school は総合中等学校であり、知的障

害などの子どもを受け入れる特別支援クラスも含め、14 クラス 330 人の児童・生徒が通学

している。また、スタッフは、22 名の教員、10 人のサポート・アシスタント、様々な分野

におけるインターン生、校長と学校秘書から構成されている。英語で授業を行うクラスは、

Kortepohja 小学校と Viitaniemi 中学校にあり、これがこの学区の特徴ともなっている。 
 小学校での主な目標は、国際的なコミュニケーションをとりながら、自分自身だけでなく

他者や環境にも配慮し、責任感のある、バランスのとれた、活発で、独立した一市民として

彼らが発達していけるように、道徳教育を含めた教育的支援を行っていくことである。また、
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この地域はナショナル・カリキュラムに則って、学校目標を決定しており、学校はクウォリ

ティの高い、包括的な教育内容と方法を追究している。特に、この学校では次の 3 つの重要

な領域教育を行っている。 

 
 この小学校では、2006 年から英語を話すクラス(EKL)を設置しており(1－6 を等級分け

している)、授業で使う言語のほとんどは英語である。英語で行う(話す)教育というのは、主

に外国人家庭の子どもたちを対象としたものだが、フィンランド以外で生まれ、あるいは移

民等、海外に長期間、居住していた子どもたちのために、その教育が開始された。この教育

の目的は、自分の言語スキルを海外で取得し、英語で勉強してきた、インターナショナルな

家庭に育つ子どもたちが、フィンランドでの一時滞在中にも、その学習が継続できるように

支援を行うことである。このクラスの受講申請を行う場合、児童は年齢に適切な英語の技能

とフィンランド語が十分に話せることが必要とされる。フィンランド語を話せない児童に

ついては、ユヴァスキュラ市が主催する準備講座に出席することになっている。 
 このように、英語を話す教育に力を入れている背景には、児童や生徒が英語とフィンラン

ド語を流暢に使いこなせるように言語活動の充実をはかるだけではなく、生活や文化の違

いを相互に理解しあい、共に協力していく組織づくりを目指すことにある。お互いのことを

理解し合うためには、そのツールとなる言語に着目しながら、道徳教育のシステムを再構築

していくことも必要になってくる。 
 
≪ Viitaniemi lower secondary school ≫ 

 Viitaniemi 総合中等学校は 1962 年に建設され(当時の最新技術で建物は建設されている)、
現在は 7 歳(1 学年)から 17 歳(10 学年)までのおよそ 420 名の児童・生徒と 40 名の教員、

そして学校アシスタントやその他のスタッフで構成されている約500人規模の学校である。

この学校の特徴は、クリスチャン教育を基盤とした道徳教育に力を入れて、子どもの望まし

い道徳性発達を支援していることである。また、自然科学教育においても長年の実績をもっ

ており、いくつかのヨーロッパの学校との連携プロジェクトを遂行している。この学校では、

Kortepohja 小学校と同様に英語を話す教育に力を入れており(7－9 を等級分けしている)、
現在、このカリキュラムで 32 人が学んでいる。 

フィンランドでは、大学レベルまでの学校は、フィンランドの多くの地域では、地方自治

体による資金助成があり、管理されているため、ほとんど私立学校がない。そのため、公立

学校の学校カリキュラムは、国家コアカリキュラムに基づいて行われ、すべての教員がマス

ターレベルの資格を有しながら指導を行っているため、高いクウォリティを保ちながら、ど

こでも同じレベルの教育内容が受けられる。 

1. 個人の責任と健康的なライフスタイルの中で児童の成長を発達させること 
2. 英語を話すクラスに対してカリキュラムと言語統合学習の内容を提供すること 
3.  スペシャルエデュケーションとメインエデュケーションを統合すること 
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3. Viikki peruskoulu (University Teacher Training School) 
ヘルシンキ大学の Viikki 教員養成学

校は、フィンランドにある最も古い学校

の一つであり、もともとは女子のための

学校としてつくられた。この学校は、

1869年に創立され、時代に対応しながら

数回にわたって場所や、運営システムを

変えてきたが、1924年以降、未来の教員

を養成する学校として、これまで継承さ

れてきている。1969年に、この学校は男

女共学となり、現在では他大学との連携

しながら、現職教員への成人教育として

の役割も果たしている。 

 この学校は、幼稚園、小学校と中学校

レベルと高等学校(16～18 歳)を含む 10

年間の総合中等学校(6～15 歳)であり、

2003年にヘルシンキの東部に移転した。

こうして、現在の近代的な校舎は Viikki
にあるヘルシンキ大学キャンパスの主

要拠点として建設されたのである。ここ

では、就学前の子どもから高等学校レベ

ルの生徒、教師、および教育実習生らが、

ともに同じ校舎で学んでいる。 

 この学校の教育原理は、学生に将来必

要とされる技術や知識を教えることに

ある。もちろん、伝統を尊重し守ってき

ているが、自然な学校内容を目指して実

験と研究の重要性を強調している。した

がって、各地方にある教育委員会や他の

開発組織と連携しながら、地方や国家的

なレベルのものから、国際的なプロジェ

クトにいたるまで、広く教員教育にかか

わっている。 

PISA調査では、フィンランドの総合中

等学校の学習結果は、素晴らしいと世界的にも評価されているが、この背景には他のどこよ

りも体系化された教員養成システムが存在することがあげられる。たとえば、フィンランド
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の教員養成学校は、高度な自律性が求め

られ、その教育と教育理論が教育現場に

適用される。これは、理論と実践との密

接な関係が、教師教育における全体概念

の基盤を形成するという考えに基づいて

行われているのである。つまり、学校現

場と教員養成学校との間には、機能的な

接続が認められており、教育実習生は自

分の研究について、初期段階から理論的

な知識を適用する実践段階にいたるまで

携ることができるのである。 

 また、学校の教員は、どの教員も非常

によくトレーニングされており、自分の

仕事に力強く取り組んでいる。全ての教

員が修士号を取得していることが必須と

なっており、初期の教員研修には教育実

習も含まれている。教職に就く者はでき

るだけ優秀な学生を選択することが目指

されているため、フィンランドでは非常

に尊敬され、人気がある。教員自身も自

分の仕事に対して誇りと自律性をもちな

がら取り組んでいる。 

 

《 eNorssi; 教員養成のためのネットワークシステム 》 
 「eNorssi」は、2000 年に設立されたフィンランドの教員養成学校のネットワークのこと

であり、これは当初、教員養成学校間での協力体制を促進することを目的としてつくられた

が、その後、全てのフィンランドの学校のリソース・センターとして使命を拡大した。近年、

「eNorssi」の目的は専門知識を提供する上で、フィンランドだけでなく国際的にも大きな

役割を果たすことが目指されている。 
このシステムの最も重要な役割の一つとして、情報と通信技術のフィールドにおいて、テ

ィーチャー・トレーナー教育のニーズを満たすことがあげられる。これは新しいバーチャ

ル・ワーキング・メソッドと器材を使いながら教えるシステムで、教員養成のレベルを引き

上げることを目的としている。そして、このネットワークを基盤としたサービスは、新しい

ツールを提供しながら、現代の教員養成の新しいモデルを構築することが目指されており、

それがプロジェクト活動の主要部分といえる。つまり、「eNorssi」は、ネットワークの専門
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知識を使いながら、フィンランドの教員養成と公共サービスを強く結びつけようとしてい

るのである。 
 また、フィンランドでは教育実習にかかわる教育的実験と教育的研究によって、将来、教

員の革新的で分析的な態度を養おうとしている。この教育実習に加えて、実習生は学校の全

ての日常的な活動(カリキュラム計画、学生評価、学生カウンセリングと福祉、その他)に参

加することになっている。さらに、多くの教員養成学校は様々なパートナーと協力し合いな

がら国際的、多文化的、異文化間のプロジェクトにも参加する。 
 

《 教員養成学校の主な仕事・役割 》 
 フィンランドにおける教員養成学校の役割には次のようなものがあげられる。 

◎教員養成学校の役割 
・教育の供給 
・教育実習生に対する監督と教育 
・実験と研究の教示 
・現場教育の提供 
◎大学との協力 
・教員養成の組織化 
・(特に教員養成に関する)カリキュラムの発展とその実現 
・教員に向けての教育サービスの提供 
・自治体カリキュラムの発展と協働 
・その他 (スペシャルエデュケーション、課外活動、ヘルスケア) 

 

全てのフィンランドの教員養成学校が共有する特徴には、次のようなものがあげられる。 

・スペシャル・カリキュラム(ビジュアル・アーツ、英語、音楽等)をフォローする授業 
・e ラーニング 
・国際協力 
・アクティヴ・シティズンシップ(生徒議会等) 
・新たな教育法(例えば数学、物理学等)の開発 
・結果を学校及び eNorssi 出版シリーズにて示すこと 
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4. Ressun peruskoulu (小・中学校) 
 ≪ 学習プログラム ≫ 
この学校では、ナショナル・カリキュ

ラムに基づき、PYP; プライマリー・イ

ヤー・プログラム(Grade1－4)、MYP; 
ミドル・イヤー・プログラム(Grade5-9)
にしたがって教育を行っている。この

プログラムの目的は、子どもと思春期

の成長を誠実に促すことにある。 
そこでは、個々人の好奇心をかきた

てながら、必要なスキル、個々の多様

性、孝行、自己責任、協同の精神を学ぶ

ことが目指されている。また、生徒一人

ひとりに対して基本的な知識とスキル、

能力を与えるために、大学院との連携研

究をし、社会的スキルの支援と健全な自

尊心の発達を奨励している。 
具体的には、子どもたちの世界観や文

化の多様性、相互尊重と感謝等を学びな

がら、自己表現や創造的思考を促す内容

を PYP や MYP に取り入れ、その調査

研究を提供している。こうした学習者に対する実用的なアプローチが、本学校の教育的基盤

を形成している。PYP プログラムは、「学習スキル、知識、概念、態度、意思」の５つの基

本柱に基づいている。このプログラムの主目的は、もちろん児童を指導することにあるが、

Grade4 の学習テーマでは、PYP エキシビジョンプログラムが集約されており、それを繰り

返し行うことで生徒自らが新たな発見を促すという総合的作業が含まれている。 
MYP プログラムは、「(外国人を含む)対人コミュニケーションスキル、ホリスティック学

習(異なるテーマ、課題とのつながりや洞察力)、異文化理解(自分あるいは他の児童・生徒の

文化を尊重する)」の 3 つの基本柱に基づいている。生徒は、このプログラムで 8 科目を学

習しており、それはフィンランドにおける包括的学校カリキュラムの必要条件ともなって

いる。MYP プログラムでは、５つの全体領域からアプローチが目指され、より大きな概念

に対して学習コンテンツを組み合わせることがテーマとなっている。生徒は、コンテンツの

意味を理解するための科目を受けることが許可されており、テーマ別の領域学習は、生徒が

個人的なプロジェクト作業を行う上で特に重要な役割を果たすとされる。また、生徒は学校

によって選択されたテキストや他の教材を使うことが求められる。 
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≪ 家庭と学校との連携 ≫ 
 フィンランドでは、家庭と学校の協力は学校活動にお

ける基本的カリキュラムとして定義されており、学校の

教育実践については両親との合意を必要とする。各学校

は、保護者から代表者を選出し、その代表者はヘルシン

キ取締役会に参加して運営を行っており、学校の行事計

画、永久教員を選択し、決定する予算の承認、学校のカ

リキュラムを提示しなければならない。保護者は、イベ

ントのクラスによって確立され、学校や保護者が主催す

るイベントでお互いを知る機会が与えられている。また

多くの学校では、両親が学校全体の活動をサポートする

ことが彼らの役割だと考えられている。 
また、この学校では家庭と学校間では情報チャンネル

があり、両親や学校と連携した電子ウィルマシステム

(Wilma-järjestelmä)が作成されており、このシステムを

通して保護者は子どもの学校教育にかかわる情報を受

け取ることができる。学校は家庭に対して生徒や学校の

問題を通知しなければならないが、同様に、親も学校で

の問題解決をはかるために、自分の子どもの状況を伝え

ることが期待されている。 
道徳教育の充実をはかるためには、学校だけではなく、

家庭や地域との連携が重要であることはもちろんだが、

双方向の情報交換ができるようなネットワークシステム

づくりも積極的に行っていく必要がある。 
 
≪視察のまとめ≫ 
今回の視察においては、フィンランドにおける学校教

育では、より高度で優れた教育システムを構築するため

に、積極的に実践研究、および教育評価を行っているこ

とがわかった。道徳教育の充実に向けた取り組みとして

は、子どもたちの主体性や探究心を促すような体験学習や、学習カリキュラムを導入するこ

とによって、一人ひとりの価値に対する気づきを大事にしていることが特徴的であった。ま

た、日本と比べると学校教育にかかわる教員やスタッフの数が多く、少人数教育が徹底され

ていることによって、子どものニーズに対応しやすい環境にあるといえよう。そのため、教

員も常に自己の研究テーマをもちながら、理論と実践との連携をはかりながら学ぶ姿勢を

もつことが必要とされており、これは我が国の教員においても必要な要素だと考える。 
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